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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、転写因子STATファミリーのメンバーである。サイトカインおよび増殖因子に応答して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、その後ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成し、細胞核に移行して転写活性化因子として作用する。このタンパク質は、IL4を介した生物学的応答の発現において中心的な役割を果たす。IL4の抗アポトーシス活性を担うBCL2L1/BCL-X(L)の発現を誘導することが分かっている。マウスを用いたノックアウト研究では、この遺伝子がTヘルパー2（Th2）細胞の分化、細胞表面マーカーの発現、および免疫グロブリンのクラススイッチに関与することが示唆されている。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をSTAT6ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

